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次期中期経営計画の策定について 

 

ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

 

さて、今年度は貴社の中期経営計画の最終年度であり、次期中期経営計画をご検討いただい

ている最中であると存じます。これまでお伝えしている点を含め、弊社の意見を改めてお伝え

させていただきます。 

残念ながら、現行の中期経営計画は下方修正され、最終年度の業績は当初目標としていた水

準には及ばない見込みとなっています。また、株価についても依然として解散価値である PBR1

倍を大きく下回っており、株主価値を棄損し続けています。 

貴社は東証の要請を受け、2024 年 5 月 23 日に「資本コストや株価を意識した経営の実現に

向けた対応について」を公表されました。しかしながら、これは「個人投資家向け説明会の開

催」を除き、既存の開示を纏めただけであり、極めて失望的な内容でした。東証も貴社のような

企業を『企業群②』として課題視していることは、前回の面談時にお伝えした通りです。貴社の

場合は、企業群②の中でも特に投資家との目線のズレが大きい企業群に属すると考えておりま

す（具体的には別紙をご確認ください）。 

 貴社の株価は長期的に PBR１倍割れが続いており、現状の延長では PBR1 倍割れの解消は不

可能です。次期中期経営計画においては、これまでのように形式的な開示を行うのではなく、

PBR1 倍割れを解消するための具体的で実現可能な新たな方策を取り入れていただくようお願

い申し上げます。 

 弊社としては、「賃貸等不動産の抜本的改革」もしくは「DOE6%の導入」のいずれかを行っ

ていただくしか方法はないと考えております。もし、いずれも対応できないということであれ

ば、貴社は上場企業でありながら、ROE・株価を高める意志がないということであり、非公開

化していただく他ありません。 

 東証は上場企業数を追わず、上場企業の質を重視することを明言しています。また、昨今は

上場コストの上昇を受け、有名企業を含め非公開化する企業が増加しています。貴社におかれ

ましても、次期中期経営計画を検討いただくことと併せ、「上場企業として PBR1 倍割れを早期

に解消するか」もしくは「非公開化を行うか」について取締役会で真剣に議論いただき、早期に

ご決断いただくよう、お願い申し上げます。 

 社外取締役の皆様におかれましては、株主価値の向上に資する意思決定がなされているかど

うか、監視・監督する義務を果たしていただきたく存じます。 

 

末筆ながら、貴社の益々のご発展をお祈り申し上げます。 
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